







































* 本研究の内容は，言語資源活用ワークショップ 2016（2017年 3月 7–8日開催）での発表（近藤・田中
2017a），言語処理学会第 23回年次大会（2017年 3月 13–17日開催）での発表（近藤・田中 2017b），The 8th 
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1 分類語彙表 DBの全 101,070レコードから，書籍版の分割前の見出しであることを表すレコード種別が「B」
の 2,589レコードと意味的区切り「＊」を表す 240レコードを除いた数。
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表 1　分類語彙表 DBデータ例











体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 1 1 話 はなし
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 1 2 話 わ
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 1 3 トーク とおく
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 2 1 談話 だんわ
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 2 2 談 だん
（…中略…）
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 1 問答 もんどう
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 2 自問自答 じもんじとう
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 3 一問一答 いちもんいっとう
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 4 応酬 おうしゅう




















































語彙素 ID 語彙素 語彙素読み 語彙素細分類 類 語種
71 あい アイ 他 和
72 アイ アイ I 体 外
73 合い アイ 体 和
74 合い アイ 接尾体 和
75 哀 アイ 体 漢
（…中略…）
153 アイスランド アイスランド 国 固
154 アイスラー アイスラー 人名 固
155 愛する アイスル 用 混
156 合図 アイズ 体 混
157 哀惜 アイセキ 体 漢
158 愛惜 アイセキ 体 漢
159 愛想 アイソ 体 漢
　UniDic語彙素は国立国語研究所でのコーパス構築に連動して日々増補されており，2019年 5
月時点で約 263,000語彙素が登録されている。
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4. 対応表の構築


























（A）分類語彙表 DB見出しの「見出し本体」と UniDic語彙素の「語彙素」が一致する 3
（B）分類語彙表 DB見出しの「読み」と UniDic語彙素の「語彙素読み」が一致する 4
（C）分類語彙表 DB見出しの「類」と UniDic語彙素の「類」との対応が一致する
2 以下に示すレコード数等の対応表に関するデータは，バージョン 1.0.2の対応表に基づく。
3 分類語彙表 DBの一部の「見出し本体」には「－周年」「…ている」のように UniDic語彙素の「語彙素」
との同定に不要な記号が含まれているため，この記号を除いたデータを作成し同定した。
4 分類語彙表 DB「読み」と UniDic「語彙素読み」では表記に違いがあるため，分類語彙表 DB「読み」の表
記を UniDic「語彙素読み」の表記に合わせて変換したデータを作成し同定した。
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表 6　条件（A）～（C）をすべて満たす対応表レコード例
分類語彙表 DB見出し UniDic語彙素
見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類
事 こと 体 事 コト 体
－日 か 体 日 カ 助数
関する かんする 用 関する カンスル 用
－めく めく 用 めく メク 接尾用
正しい ただしい 相 正しい タダシイ 相
－的 てき 相 的 テキ 接尾相











見出し本体 読み 類 分類番号 語彙素 語彙素読み 類







見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類
（1） これ これ 体 此 コレ 体
（2） する する 用 為る スル 用
（3） 若若しい わかわかしい 相 若々しい ワカワカシイ 相
（4） 篤い あつい 相 厚い アツイ 相
5 短単位の規定では，「聞く方法」の意の「聞き方」は「聞き｜方」と 2短単位に分割される。よって，1短
単位を 1語として登録する設計の UniDicには「聞く方法」の意の「聞き方」は登録できない。
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分類語彙表 DB見出し UniDic語彙素 UniDic語形
見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類 語形
依存 いそん 体 依存 イゾン 体 イソン
行き詰まる いきづまる 用 行き詰まる ユキヅマル 用 イキヅマル
尊い たっとい 相 尊い トウトイ 相 タットイ








分類語彙表 DB見出し UniDic語彙素 UniDic語形
見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類 品詞
（1） 正式 せいしき 体 正式 セイシキ 相 形状詞 -一般
（2） リアル りある 相 リアル リアル 体 名詞 -普通名詞 -形状詞可能
（3） 今度 こんど 相 今度 コンド 体 名詞 -普通名詞 -副詞可能
（4） ぴよぴよ ぴよぴよ 他 ぴよぴよ ピヨピヨ 相 副詞
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扱うという違いがある。その他に（4）のような，動物の鳴き声は分類語彙表 DBでは「他」，
UniDicでは「相」とする「類」の認定基準の違いに由来するもの等もある。





見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類
条件（A）（B）
を満たさない
（1）メディアン めでいあん 体 メジアン メジアン 体
（2）信じる しんじる 用 信ずる シンズル 用
条件（A）（C）
を満たさない
（3）抑えめ おさえめ 体 押さえめ オサエメ 相
（4）近ごろ ちかごろ 相 近頃 チカゴロ 体
条件（B）（C）
を満たさない
（5）幅広 はばびろ 体 幅広 ハバヒロ 相
（6）非力 ひりょく 相 非力 ヒリキ 体
条件（A）（B）（C）
を満たさない
（7）インタラクティブ いんたらくてぃぶ 相 インターラクティブ インターラクティブ 体
（8）休め やすめ 体 休む ヤスム 用











条件（A） 条件（B） 条件（C） レコード数
○ ○ ○ 52,158
× ○ ○ 9,283
○ ○ × 2,015
× × ○ 677
○ × ○ 490
× ○ × 345
× × × 47
○ × × 28
計 65,043
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　まず，一つの UniDic語彙素に対して同語関係にある分類語彙表 DB見出し数の分布を表 13に
示す。





















　表 13から分かるように，一つの分類語彙表 DB見出しとのみ同語関係にある UniDic語彙素が
40,113と最も多く，全体の 79%を占める。残る 21%にあたる 10,682語彙素が複数の分類語彙表
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DB見出しと同語関係にあり，同語関係にある見出し数は最大 13にのぼる。複数の分類語彙表
DB見出しと同語関係にある UniDic語彙素の例を表 14にあげる。
表 14　複数の分類語彙表 DB見出しと同語関係にある UniDic語彙素の例
分類語彙表 DB見出し UniDic語彙素
見出し 読み 類 分類番号 部門 -中項目 -分類項目 語彙素 語彙素読み 類
－掛ける［話し～・働き～］かける 用 2.1110 関係 -類 -関係
掛ける カケル 用
－かける かける 用 2.1502 関係 -作用 -開始
掛ける かける 用 2.1513 関係 -作用 -固定・傾き・転倒など
懸ける かける 用 2.1513 関係 -作用 -固定・傾き・転倒など
架ける かける 用 2.1513 関係 -作用 -固定・傾き・転倒など
掛ける かける 用 2.1535 関係 -作用 -包み・覆いなど
掛ける［手間暇～］ かける 用 2.1600 関係 -時間 -時間
掛ける かける 用 2.3064 活動 -心 -測定・計算
掛ける かける 用 2.3710 活動 -経済 -経済・収支
賭（か）ける かける 用 2.3710 活動 -経済 -経済・収支
掛ける かける 用 2.3730 活動 -経済 -価格・費用・給与など
架ける かける 用 2.3823 活動 -事業 -建築
ちょっと ちょっと 相 3.1600 関係 -時間 -時間
一寸 チョット 相
ちっと ちっと 相 3.1910 関係 -量 -多少
ちと ちと 相 3.1910 関係 -量 -多少
ちょっと ちょっと 相 3.1910 関係 -量 -多少
ちょいと ちょいと 相 3.1910 関係 -量 -多少
ちょっと ちょっと 相 3.1920 関係 -量 -程度
ちょっと ちょっと 相 3.3000 活動 -心 -心
ちょいと ちょいと 他 4.3200 *-呼び掛け -呼び掛け・指図
ちょっと ちょっと 他 4.3200 *-呼び掛け -呼び掛け・指図






　次に，一つの分類語彙表 DB見出しに対して同語関係にある UniDic語彙素数の分布を表 15に
示す。
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　表 15から分かるように，一つの UniDic語彙素とのみ同語関係にある分類語彙表 DB見出しが
64,489と最も多く，全体の 99%以上を占める。複数の UniDic語彙素と同語関係にある分類語彙
表 DB見出しは 270に過ぎず，同語関係にある UniDic語彙素の最大数も 3にとどまる。複数の
UniDic語彙素と同語関係にある分類語彙表 DB見出しの例を表 16にあげる。
表 16　複数の UniDic語彙素と同語関係にある分類語彙表 DB見出しの例
分類語彙表 DB見出し UniDic語彙素
見出し 読み 類 分類番号 部門－中項目－分類項目 語彙素 語彙素読み 類







しごく 相 3.1920 関係－量－程度
至極 シゴク 体
至極 シゴク 相
（3）小じゅうと こじゅうと 体 1.2140 主体－家族－兄弟
小姑 コジュウト 体
小舅 コジュウト 体

























づけられた UniDic語彙素数は 50,795であり，これは UniDicに登録されている約 263,000語彙

















6 分類語彙表番号付与機能を実装した「ChaMame」は「現代書き言葉 UniDic」「現代話し言葉 UniDic」に同
梱されている。また，ウェブページから単体でダウンロードすることも可能である。
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Construction of an Alignment Table between  
‘Word List by Semantic Principles’ and UniDic
KONDO Asukoa　　　TANAKA Makirob
aAdjunct Researcher, Center for Corpus Development, NINJAL 
bMeiji University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
In this study, we have constructed an alignment table between ‘Word List by Semantic Principles 
(revised and enlarged edition)’ (hereafter WLSP) and UniDic to develop large-scale Japanese 
corpora which is comprehensively annotated with systematic word senses. WLSP is an extensive 
contemporary Japanese thesaurus with systematic semantic categories. UniDic is a vast lexicon 
used for Japanese morphological analysis and is utilized in the development of large-scale Japanese 
corpora. The alignment table defines n-to-n same word relations between 64,759 WLSP entries 
and 50,795 UniDic lexemes. These relations were manually verified based on scripts, readings, and 
classes of the WLSP entries and the UniDic lexemes. The development of word-sense annotated 
Japanese corpora has commenced with the use of the table. A Japanese morphological analysis tool 
to annotate word-sense was also developed with the table. Meanwhile, for a full-scale development 
of word-sense annotated Japanese corpora, it is necessary that problems, such as enlargement of the 
table and identification of word senses in corpora are effectively dealt with.
Key words:  ‘Word List by Semantic Principles’, UniDic, alignment table, large-scale Japanese 
corpus, word-sense annotation
